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公開研究会
一実物とデジタル画像による文化財考察-
本室では 2009年度から、京阪神の美術館で開催されている展覧会に合わせ、展示作品に関連する高精鋼n
デジタル画像を活用した研究会をIjtJ似しています。この研究会では実際の作品の観察と共に、肉|恨では見

る事の困難な作品組IJY;flの提示、あるいは類似作品の比較検討を画像によって行おうとするものです。第3

回は黒川古文化研究所で、の「武士の :1lli ・ 刀装具」展に合わせて開催しましたが、 201 0 年度は~内での IJI:J俄

(第4回)という、新たな試みも行いました。

第3回公開研究会

共催・会場:黒川古文化研究所

講師:黒川古文化研究所研究員川見奥久氏

題名:金属工芸の小宇宙

一高精細画像でみる万装具一

開催日時:2010年 11月 13日(土)13:30-

*組に先立ち司会から、この研究会では知識の

側からではなく、 「もの」をみるという態度で|臨

み、講師と参加者とで生きた場を作りたい、と

いう趣旨が提案されま した。 fliWl':mからは最初に、
三所もの(小柄 .f.i'・日抜)に施された赤銅等

の色付け技法、また文様部の剥自It而から、 金板

で包む 「うっとり」と 「金象倣」の迎いが分か

る困f裂が提示されました。それをさらに訂~K:IIJに

徽然していくと、足し憎しと思えるものがある

という、形態の有り様から作り手の忠誠の追い

について話が及びました。それは同時に、 制作

l時代の問題を苧むという指摘です。次に二つの

日貨を取り上げ、 dflili子のあばら骨を表した線が、

話l沫が分かつて刻まれているのか、伝承された

デザイン として扱われているのか、という相逃

がl珂らかにされま した。一方、 会場からは拡大

画像をみながら、「うっとり」や「象似」ではな

く、「メッキ」ではないかという指摘、後j隣家の

作かどうかという疑問が提山され、さらには分

業f/lIJ作へと話題が展開していきました。最後に

架秘を得意とする荒木東Iy~ の作といわれる、い

くつかの作品の粒の表現を取り上げ、道具、意識、

立体性、 真的についての滋見が交わされました。

参加者 :48名

第4回公開研究会

主催・会場:関西学院大学博物館開設準備室

{西宮上ケ原キャンパス時計台2階展示室)

講師:博物館開設準備室長 河上繁樹

文学研究科大学院研究員高木香奈子

題名:小袖の美を探るー江戸時代の織りと染めー

開催日時:2011年3月12日(土)13:30-

本室では関西学院所蔵 ・寄託の染織品につい

てこれまで制査を進めてきました。その一部は

2009年度開催の展覧会「復元江戸時代のきも

のいまとむかしの職人技」にて公開しましたが、

その後新たに染織品の寄託を受け、 iIZ精細|画像

のjj耐診を行うとともに更なる研究に取り組んで

きました。今!日|の研究会はその調査過程で知り

得たこ とや普段の鍛1'i'では見務としがちな染織

品の細部について話し合う場となりました。

研究会の内容は、まず織りに|刻することとし

て、倫子のように見える綾織物を取り上げ、江

戸時代の文献や中国の資料、染織111111の画像を使

いながら問題提起を行いました。また染めに|刻

しては、江戸時代の染色技法を代表する胞子 (胤

子絞り、型脱子、 打出し郎子)について鉱大写

真を使いながら、 tI-段あまり円にすることのな
い染織品の制官11や製側をごï[~Vlただきました。

当日は時計台 2階展示室にて染織品の展示を

行い、 実物と岡像を見ながらの研究会となりま

した。

参加者 ・ 33名
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